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水溜古墳群は、宍道湖南岸域 における有数の大古墳群です。この古墳群はかつ

て開発か保存かをめ ぐって大いに論議された遺跡でありますが、関係各位の御努力、

御協力により保存が決定されて今 日に至 っております。

さて、宍道町ではこの古墳群の一部 4.5h6を とり入れて「古墳の森」と称する公

園造 りを進行中ですが、公園整備の必要上、群中最大規模の水溜 5号墳、 30号墳の

発掘調査を国・県の補助を受けて実施いた しました。調査の結果 、水溜 5号墳は 5

世紀後半の一辺約 25mの 方墳で、周囲に埴輪を廻 らす二段築成の古墳であること、

30号墳は一辺約 14mの 方墳であるとの成果が得 られま したのは、水溜古墳群の

性格を知ることのみな らず、宍道湖南岸域の古墳文化を解明するうえで新 しい展望

がひらけたものと確信 しています。

本書が今後の文化財保護 と研究の資料 として御活用いただければ幸いに存 じます。

最後になりましたが、本調査にあたり終始御指導賜 りました諸先生にお礼を申し

上げるとともに発掘調査、遺物整理をお世話になった皆さん、また、御協力いただ

いた関係各位に心か ら感謝申し上げます。

昭和 63年 3月

宍道町教育委員会

教育長 福 市幸田
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1.本書は宍道町総合公園拡張に先立ち、宍道町教育委員会が実施 した水溜古墳群発掘調査の報告

書である。

2.調査にあたっては、国庫補助金、県費補助金を受けた。
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I

1.調査 にいたるいきさつ

昭和 59年 3月 、全国和牛能力共進会 (昭和 62年開催)の主会場を考えた中央家畜市場の建設

の話がもちあがり、予定地の分布調査の依頼が町教委になされた。町教委では県文化課の協力を得

て、分布調査を行ったが、その時、今回の調査対象となった水溜古墳群が発見され、その規模の大

きさにより、事業地の変更を願った。事業地は協議の末、現在の中央家畜市場に落ち着き、昭和 59
注1

年度町教委の行った清水谷、矢頭遺跡の調査へとなるのだが、残された水溜古墳群の取り扱いが間

題となり、大いに論議を呼んだ。

昭和 60年度のことであるが、たまたま水溜古墳群が宍道総合公園に隣接 し、国道 54号線、

広域農道にも近いことか ら、古墳を中心にした公園をつくろうではないかという気運が高まり、町

建設課を中心に計画が具体的に進められていった。この計画では、古墳群中最大の水溜 5号墳 (発

見時は全長 63mの 前方後方墳とされていた)を中心とする古墳の広場、キャンプ施設をもつ古代

生活体験の広場、町内外の古墳の模型からなる歴史の広場の 3ゾーンを構成するもので、公園のメ

インとなる水溜 5号墳の具体的資料が、公園の運営上、教育上必要であるとされた。町教委では、

町建設課、町当局の協議を受け、昭和 62年度中に国庫補助金、県費補助金を受けて調査を行うこ

とに決定 した。

古墳は公園の一部として将来まで残るものであり、不必要な掘り起こしは避るべきであるが、資料上、

古墳の墳形、規模、築造年代を明確にしたかったので、必要箇所に幅 lm、 長さ 10mの トレンチを

約 10本設定 し、調査 していくことにした。

2.調 査 の 経 過

調査は、測量、 トレンチ調査を含めて約 6ケ月を予定した。まず、測量のために 10m間隔の杭

を設置 し、 5月 11日 より測量調査を行った。測量図は縮尺 1/100の ものを作成するもので、 6

月 4日 に終了 した。トレンチは設定順に A・ BoC・ ・・とし、 6月 15日からAト レンチの調

査にとりかかった。その後、梅雨の時期、夏の委員会業務による休止の時期を狭んで調査は 10月

14日 まで続けていった。最終的にはAト レンチから始めて、Hト レンチを除きNト レンチまでの

13ト レンチの調査を行ったことになる。その後、遺物洗い、 トレンチの埋め戻 し等を行い、 1月

になってから本格的な遺物整理を行った。遺物整理は、埴輪がほとんどであったので、これの実測、

拓本が中心となった。

過経の査調
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位置 と歴史的環境

水溜古墳群は約 30基からなる宍道町最大の古墳群である。宍道町大字白石 3254-2番地に所在

するもので、宍道湖岸より南に約 1.5 km入 り、南には宍道湖南部広域農道が、東には宍道総合公園

が、北には島根中央家畜市場が隣接する。本遺跡の北 (現在の中央家畜市場)か らは、 3基の装墓

からなる清水谷遺跡と弥生時代～古墳時代の住居趾や横穴墓からなる矢頭遺跡が発見されており、密

接な関連を窮わせる。古墳群は約 1 4hoに わたって分布しており、標高は低いもので約 50m、 高

いものは約 70mの 範囲にある。現在、古墳群は山林の中に分布するもので、周囲にこれといった

水田面、畑地はないが、地元の話では、かって、交通の要所であったらしく、群中を大小の道がは

しっているのを確認できる。
週と2

さて、宍道町で現在までに確認されている最古の遺跡は縄文時代に遡る。大字東来待の弘長寺遺跡、
注 3

三成遺跡、大字白石の伊野谷遺跡がそれであり、いずれも縄文後期～晩期にかけての土器が出土 し

ており、特に弘長寺遺跡からは同時に石斧も確認されている。なお、先に平野部の踏査を行った時

点では縄文時代に関する遺物の発見は他になく、宍道町における縄文文化の脆弱さを感じさせられる。

弥生時代になると先の三成遺跡、大字佐々布の平田遺跡、佐々布A・ B遺跡、など教例が確認さ

れており、縄文遺跡に比べるとやや広がりをみせてくる。宍道の場合、大きな平野部は見られず、

小さな谷水田ごとの開発が徐々に進められていったのだろう。

古墳時代にはいると、遺跡数、遺物量は爆発的に増加する。現在まコでに約 100近 くの古墳、横穴

が確認されており、今後の調査によって益々増加する傾向にあろう。分布図を見ると、古墳時代の遺

跡は町全域にまんべんなく分布 しており、宍道湖岸域を中心に多数の古墳が点在する。また、来待

川、鏡川、同道サ||、 佐々布,||の形成する地区ではそ

の区域を単位とすると考えられる古墳が存在する。

律令時代になると『 出雲国風土記ζ%の様相を

知り得るようになる。特に宍道に関する記載の部

分には、宍道の地名伝承や、当時の人々の精神文

化を知り得る「犬石、猪石Jの記述があるが、現

在も風土記の記述どおりの石が存在する。また、

現在の宍道町が健部郷、拝志郷の一部と宍道郷よ

り成ることや、大字佐々布字佐々布下付近には宍

道駅が置かれていたことが知られており、当時の

社会構造の一部を垣間見ることができよう。
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図 1 宍道町位置図



図 2 水溜古墳群および周辺の遺跡

1水溜古墳群 2清水谷遺跡  3.矢頭遺跡  4.才横穴群 5,OM横穴
6.観音寺横穴 7宍道要害山 8.随音寺横穴群  9.伝塩冶判官の墓 10.荻古墳
11.伊賀見古墳群 12.犬石、猪石 13下の空古墳 14.権 山 1号墳 15。女ケ峠横穴

16.金山要害山 17.大森経塚 18.岡の目遺跡 19.佐々布要害山
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要概の査調

1.水 溜古 墳群 につ いて

水溜古墳群は昭和 59年 3月 に実施 した分布調査により発見された古墳群で、現在のところ 30

基から構成されている。「水溜」の名称は旧小字によって名付けたものであるが、地元の人の話で

は水溜 5号墳の北側にくば地があり、雨などが降ると水が溜まるので、水溜の名が付いたという。

古墳群は約 1 4hOの 範囲に分布するが、隣接する現島根中央家畜市場ではその造成の際 3基の墳

墓からなる清水谷遺跡、弥生～古墳時代の住居趾、横穴墓か らなる矢頭遺跡が発見されている。また

古墳群を北向きに才川の形成する谷平野を下ると、谷の中間にⅢ群 16穴からなる才横穴群が、谷
注 5

の入口付近には随音寺横穴群に代表されるような岩に掘り込んだ横穴墓が数例確認されている。

水溜古墳は、下図のような分布を示し、 13個の円墳、 16個の方墳、 1個の前方後円墳からな

り、群中最大規模をもつ 5号墳を中心に分布 している。 5号墳の他は 1辺や直径が 10m前後の小

規模な古墳が多い。分布状況をみると、地形に制約 されているため、尾根上に並ぶように築造され

ている。水溜 5号墳、清水谷、矢頭遺跡の発掘例をみてみると、弥生時代から古墳時代後期にかけ

ての墳墓が確認されており、それらが連綿と造 り続けられた可能性がある。

図 3 水溜古墳群配置図
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切削溝

切削溝

部方
ス
一副
ラ
に
テ
西
の
南
状

2.水 溜 5号墳、 30号 墳の概要

調査前、不明確ながらも、水溜 5号墳は全長 63mの 前方後方墳の可能性を秘めるとの判断の下、

準備を進めていった。その根拠として墳丘実測図、実物を見てみると、不整形ながらも、前方後方

形になっていたからである。しかし、細部をみてみると、前方部側と後方部側の比高差があり過ぎ

るなど疑間の点も多く、確かなことは発掘調査を待たねばならなかった。

調査はAト レンチより進めていったのだが調査を進めるうちに後方部と考えた墳丘より埴輪片が

多量に出土 し始めた。この状況をみると、後方部の裾部は、前方部の墳頂より高い位置にあること

が確認された。またDト レンチを調査すると、前方部とのくびれ部付近 (杭 E-6と E-5の 間あ

たり)よ り墳丘を区切るような溝が確認された。そして後方部側を調査するにつれ、前方部と主軸

がずれていることが確認された。これらのことから水溜 5号墳は 2つの方墳からなる連なった古墳

の可能性が強いと判断した。そこで、調査の終了後、後方部と考えていた大きい方墳を 5号墳、前

方部と考えていた小さい方墳を 30号墳とした。
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3.調 査 の 方 法

水溜 5号墳、 30号墳上に 10m間隔の杭を委託設置し、それを基準に墳丘測量を行った。杭は

ほぼ南北にA― Gの 7列、東西に 1～ 11の 11列による方眼をつくり、各杭にA-2、 B-4な

どの名称をつけたもので、今回の調査の基準は全てこれらの杭によった。座標軸をみると、E-8

はX=-67,534m、 Y=+68,097m、 標高 698m、 E-1は X=-67,586m、 Y=+68,046m

標高 65.3mで ある。

トレンチの設定もこの杭によった。Aト レンチはE軸に沿ってE-9を 中心に 23_5m、 Bト レン

チは 8軸に沿ってD-8を 中心に 16m、 Cト レンチは 8軸に沿ってF-8を中心に 115m、 Dト

レンチはE軸 に沿ってE-6を 中心に 22m、 Eト レンチはE軸に沿って 12m、 Fト レンチは 4

軸に沿って 10m、 Gト レンチは 4軸に沿ってF-4を 中心に 10m、 Iト レンチは 5軸に沿って

5.5m、 」トレンチは 6軸に沿って 8m、 Kト レンチはD軸、 E軸の間 8m、 Lト レンチは 7軸に

沿ってF-7を 中心に 10m、 Mト レンチは 7軸に沿ってD-7を 中心に 10m、 Nト レンチはE

軸とF軸の間 9mである。

調査は、古墳の墳形、規模、築造時期を目的とするものであるので、墳端を明確にできるように

設定 した。Aト レンチからB・ C・ D・ ・ 。と進めていくもので、遺物の出土状況と土層の実測が

主な調査内容となった。

この古墳の発見時は、 5号墳と 30号墳が 1つの前方後方墳と考えていたため、調査終了時から

考えるとやや傾いた軸の設定になっていたようである。

図 4 水溜 5号墳、 30号墳 トレンチ配置図
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(1)Aト レ ン チ

Aト レンチは 5号墳東端、E軸に沿った幅 lm、 長さ23.5mである。E-9よ り東へ 1.5mの と

ころから大きく削平され、約 2.5m下った地点で広い平担面を形成している。この削平部分は後世

のものと考えられ、地山からの堆積は薄く、遺物は全く出土 していない。E-9よ り西へ 3.5mと

東へ 15mは比較的古墳築造時の姿を示していると考えられる。E-9よ り西へ 20m～ 2.5mの

ところに幅 5 0 clllの平担面がみられるが、これは 5号墳の他の トレンチでも観察されたように、二

段築成の段と考えられ、Aト レンチの部分では地山を加工 して墳丘面を形成したことが窮える。E

-9よ り東、削平部までの間は平担面であるが、幅約 0.7m、 深さ02mの溝がみられる。土層を

観察すると、墳丘加工面上に堆積した土層を掘り込んでおり、これも後世の溝、あるいは道として

利用されたものと推定される。墳端は、この溝のためにはっきりしないが、E-9の付近であろう。

遺物として埴輪片が約 50片出土しており、いずれも5 clll前後の小さなものである。E-9を中
心とする幅 1.6mに 分布するが、特に溝の中から多く出土 している。土層の関係からみると、黄褐

色土層、灰茶色土層からの出土が多い。

出上した埴輪は、いずれも破片であり、全容を知り得ないが、すべて土師質で黒斑を有さない。

外面には 2次調整をおこない、施し方は明確ではないがB種あるいはC種横ハケと考えられるを
6図

6-5は底部調整をもつが、内面に指をあて、外面には、板状の工具をあてて押圧した痕跡が観察

できる。

(2)Bト レ ン チ

Bト レンチは 5号墳の北端、 8軸に沿った幅 lm、 長さ 16mである。調査全体を通 して判明し

たことであるが、 5号墳北側斜面はきれいな等高線を示すものの、現在見られる裾部は古墳本来の

裾部よりやや内側に入っている。このことは、 5号墳北側斜面は自然の崩落があったか、後世の削

√
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図 6.Aト レンチ出土遺物実測図
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平を受けたと考えられるが、地形からみると、人工的な削平を受けたような気がする。また、埴輪

の出土状況をみると、他の トレンチに比べ、細かい破片が広範囲に、しかも浅い地点から出土 して

おり、後ど、何 らかの手が加ったと考えたほうが妥当であろう。

土層を観察すると、D一 &か ら南へ 1.6mの地点が地山を加工 した墳裾と考えられ、あまり明瞭

ではないがD-3よ り南へ 3.9mの地点あたりが二段築成の段と考えられる。標高は墳裾が 663m

段築部が約 67.3mあ たりといえよう。また段築部付近より頂部にかけては旧表土の上に暗褐色の盛

土が観察されるが、段築部より裾部にかけてはD-8よ り北 4.lmま で旧表土が確認できないので、

古墳上段部は盛土により、下段部は地山を削り出したものであるう。

ここでも出土遺物は埴輪のみである。平面的な分布をみると、D-8の 地点からD-8よ り南ヘ

2.5mの地点に多く分布するが、その破片は他の トレンチのものと比べると細かいものが多い。土

層的にみると、暗茶色土層に特に多く含まれる。

出土 した埴輪はすべて土師質で、黒斑を有さない。器形は円筒埴輪が主であるうが、図 8-4、

5でみられるように朝顔形埴輪も若千含まれている。外面には 2次調整を施すが、図 8-9の 場合、

亥�″Ⅷ2
―
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―
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―
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‘店――

・】
図10 Cト レンチ出土遺物実測図
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明らかにB種横ハケを施している。基底部は 5片確認されたが、図 6-14、 15、 17、 18に つい

ては底部調整 らしきものが確認できるが、 16に ついてはそれが認められない。

(3)Cト レ ン チ

Cト レンチは 5号墳の南端、 3軸に沿って F-8を 中心とする幅 lm、 長さ11.5mである。地形

測量図を見てみるとCト レンチ東側に大きく削平された部分があったりして、遺構の保存状態はあ

まり良くないと想定 していたが、調査 してみると比較的旧地形を良く残 しており、出土した埴輪片

も大型で、原位置からそれほど移動していないようにみうけられた。

土層図を観察すると、 F-8よ り南へ 1.5mの地点で地山がやや深 く掘り込まれており、さらに

南へ平担面がやや続 く。原形をよく留めた埴輪片もF-8の 南 1.5m地点から多く出土 しており、

ここの地点が墳裾であろう。標高は約 66.2mである。段築部はこの トレンチでは確認されていない。

F8の南 3.5mに 石列がみられるが、土層図をみると古墳築造に伴って設置されたと考えた方が

よいが、石列より南では旧表土が観察され、地山の削平がなかったようである。石列の性格は不明

で、ボーリング棒で周辺を探ってみたが、長 く続 くものでなく、 Cト レンチを中心に約 2m伸 びる

程度である。

出土遺物は埴輪のみである。平面分布をみると、 F-8地 点から、南へ 2.5mの鞄囲に多く分布

しており、土層的にみると、原形を留めた比較的大きい破片は暗灰褐色土層に多く、比較的小さい

角の丸まった破片は上層の暗茶灰色土層から出土している。

埴輪はいずれも土師質で黒斑を有さない。外面調整は縦ハケの後、 2次調整の横ハケを施す。こ

の横ハケは図 10-5で B種横ハケが確認されているが、他のものについては不明である。この ト

レンチから基底部は発見されていない。

(4)Dト レ ン チ

Dト レンチは 5号墳と30号墳をつなぎ、E軸に沿ってE-6を 中心とする幅 lm、 長さ22m

である。調査前は、5号墳、30号墳を一つの前方後方墳とする考え方も強く、今回の調査のポイン

トとなるトレンチであった。

土層図を観察すると、E-7よ り西へ約 42mの 地点に地山加工の変換点があり、この付近から

埴輪の出土が多いことからも、 5号墳西端の墳裾と考えられる。墳裾の標高は約 66.3mである。■方、

F-7よ り西へ 25mの地点と、同じく西へ 1.5mの地点に幅約 8 0 clllの平担面がみられ、いずれか

が、二段築成時の段築部分であろうが、Bト レンチの例か らみるとレベル的には上段の平担部がそ

れに近い。標高 67.3mで ある。また 5号墳の西側 (Dト レンチ側)も北側 (Bト レンチ側)と 同様
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造時に掘 り込まれたようである。

出土遺物は埴輪が検出され、E-7よ り西 3mの地点から同じく西 6mの地点に多く、 5号墳の

墳裾周辺から多く分布 している。 30号装側からは、前述の溝から破片が少々出土 しているが、い

ずれも5号墳側からの流れ込みと考えられ、 30号墳には埴輪を使用 していないようである。土層

的にみてみると、特に暗茶褐色土層に多く含まれ、わずかに、その上層、下層にも含まれている。

埴輪はいずれも土師質で黒斑を有さない。器形をみると、円筒埴輪と朝顔埴輪があるようである。

胴部の外面調整はいずれも二次調整を行っており、明瞭ではないが、 B種の横ハケであろうか。図

B-13は 基底部であるが、外面には底部の 5 11ull上まで縦ハケを施す。内面にもはっきりした加工

痕を残すが、手法は判 らない。

(5)Eト レ ン チ

Eト レンチは 30号墳の西端で、幅 lm、 長さ 12mの トレンチである。E-4の 地点から西に

向かい急斜面になり、E-4よ り2n地点まで下っていくが、その差約 1.5mである。調査前は、

E-4の 付近が 30号墳の端部の上場で、下った地点が下場と考えていたが、ここも後世の加工を

受けたようである。

土層図をみると、墳丘上では、地山と表土の間に一層ほどあり、盛土ではないかとも考えられる。

いずれにしろ、このトレンチ部分は大きく削平されているようで古墳の裾部などはっきりしていない。

遺物は確認されていない。

(6)Fト レ ン チ

Fト レンチは 30号墳の北側で、 4軸に沿った 10mで ある。この トレンチは、前方部の開き具

合を調べるために設定 したものであって、 30号墳の調査のためにはやや不適切であったようにお

もえる。

土層図を観察するとE-4よ り4m北の地点から旧表土がみられることから、墳頂部は地山を削

り込んだものと考えられるが、この土層をみる限り、古墳の盛土状況や墳端については確認できな

いようである。

遺物は確認されていない。

(7)Gト レ ン チ

Gト レンチは 30号墳の南側で 4軸に沿った幅 lm、 長さ 10mで ある。この トレンチの付近に

は測量図にも明らかなように、 F-4か らF-5の 地点にかけてやや平担面がある。この平担面を

南に過ぎると大きく傾斜 して約 5～ 6m下る。
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土層図をみると、F-4よ り2.5m北 の地点に裾部 らしい深い地山加工がみられる。一方、この

裾部からやや墳頂部にのばった地点では旧表土が観察できる。このことから、 30号墳の南根1斜面

の場合、墳裾の部分は地山を加工して整え、墳頂の部分では地表面がそのまま利用されたか、盛土

を施したことが推定されるが、今回調査 した部分まででは、いずれの方法によったかは判断できな

いようである。

遺物は全く出土 していない。

(8)iト レ ン チ

Iト レンチは30号墳の南側、 5軸に沿った幅 lm、 長さ5.5mである。このトレンチもFト レ

ンチ、Gト レンチと同様に前方後方墳を意識したものであったため、30号墳のための調査として

はやや不適切なトレンチ設定であったようにおもわれる。

土層図を観察すると複雑な堆積は示しておらず、古墳の端部であるためもあるうが明瞭な墳丘形

成のための加工痕はみられない。ただ、F-5よ り南へ 45mの地点を中心に、やや地山を掘り込

んだとおもえる部分があるが、これが墳端にあたるものか、あるいは、Dト レンチで検出された清

に続くものであるのか、はっきりしない。

遺物は出上していない。

(9)Jト レ ン チ

」トレンチは、 5号墳と30号墳との間に設定したもので、 6軸に沿って幅 lm、 長さ6mであ

る。このトレンチは、古墳周辺の状況を探るためと、調査に先だち、D-6の付近で埴輪片が数片

表採されていたため、何らかの墳構があるかもしれないということで設定したものである。地形は

なだらかな傾斜面である。

土層図を観察すると、F-6よ り北へ 4mの地

点から、同じく北へ 9mの地点までの、 トレンチ

ほぼ全域で明瞭に旧表土がみられ、地山を加工し

た痕跡はない。Dト レンチのE-6付 近では旧表

土は観察されていないことから推察すると、Dト

レンチ側は地山を削り、」トレンチ側はやや低か

ったので、土を盛ったものと考えられる。

遺物として埴輪片が トレンチのほば全域から約

20片ばかり出土 しており、特に集中する地点は

騨熱一議２

，

，

‐

，

．〃

メ ｒ
鳴

菊響

0            1ocm

図15 」トレンチ出土遺物実測図
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ない。土層の関係からみると、いずれも表土あるいは、暗褐色土中より出土 しており、古墳築造後の

流れ込みによると考えたがよい。

埴輪は流れ込みによるためであろうが、小さな破片が多く、詳細はわからないが、いずれも土師

質で黒斑は有さない。外面調整を観察できるものをとりあげてみると、胴部には二次調整の使ハケ

を施しているが手法は不明である。

10Kト レ ン チ

Kト レンチは 5号墳の西側、 D軸 とE軸の中間に平行しており、幅 lm、 長さ85mで ある。こ

の トレンチは 5号墳が 1つの方墳であろうと確認 してから設定 したもので、古墳の墳形、墳据部の

位置をより明確にしようとするものであった。調査の結果からであるが、Kト レンチやNト レンチを

設定 した西側斜面は他の斜面に比べて比較的古墳築造時の地形を残しているようである。

土層図を観察するとD-7と E-7の 中間点から約 2.5m西 の地点に地山を大きく削る変換点が

あるが、他のトレンチの状況や、埴輪の出土状況より、墳裾部であるうと考えられる。標高は66.3

mである。この墳裾からやや墳頂部に向かうと旧表土がみられ、その上に盛土 らしき土層が確認で

きる。一方、墳裾から約 4m西 にかけては地山を削って、古墳の周囲を整えているようである。

遺物は埴輪片が出上 しており、墳裾部を中心に西へ流れるようにして約 2mの範囲に分布 してい

為
Ｉ

Ｉ

Ｉ

′

′

Ｉ

Ｉ
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Ｉ
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・

鯵

け√攘魯 趨″
1                              1

0            10 cm

図17.Kト レンチ出土遺物実測図
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る。土層的にみてみると、黒褐色土層、暗福色土層に多く、表土にも含まれている。

埴輪は約 70片出土 しているが、いずれも土師質で、黒斑を有さない。器形は円筒埴輪の回縁が

確認されている。胴部の外部調整はいずれも2次調整を施 しており、図 17-4、 7では明らかに

B種横ハケが確認されている。基底部は 2片 ほど確認されているが、いずれも低部調整はなされて

いないようである。

11)Lト レ ン チ

Lト レンチは 5号墳の南側、 7軸に沿 って F-7を 中心とする幅 lm、 長さ 10mで ある。方墳

の南の部分に設定した トレンチであるため、墳裾のほうは比較的良く残っていたが、墳頂部に近づ

くにつれ、墳丘面が流出していた。

土層図を観察すると、F-7か ら南へ 0.5～ lmあ たりで地山を削って整えているが、このあた

りが墳裾であろう。標高は66.2mあ たりである。墳裾部分から2m少々墳頂部に向かうともう一段

地山を削った変換点があるが、これが三段築成の段築部であろうか。

遺物は埴輪片が出土しており、平面的にはF-7よ りやや南を中心に幅 2mの範囲に分布 してお

り、その前後では全く確認されていない。土層的にみると、黒褐色の上層中にほとんどの破片が含

まれている。

埴輪は約 100片出土 しており、いずれも土師質で黒斑を有さない。比較的大型のものも含まれて

おり、 5号墳の西側から南側にかけてはあまり後世の加工を受けていないようである。器形は円筒

埴輪の口縁が確認されている。胴部の外面調整は縦ハケの 1次調整の後、横ハケの 2次調整をおこ

なっており、B種の横ハケがみられる。基底部も数片確認されているが、図 19-12は 底部調整

は認められず、 11は、内面に指頭圧による調整痕を残す。

“

劉 Mト レ ン チ

Mト レンチは 5号墳の北側、 7軸に沿ってD-7を 中心とする幅 lm、 長さ 9mである。この ト

レンチは古墳のちょうど北側斜面と西側斜面のコーナーに位置し、また、Bト レンチでも述べたよう

に、後世の削平を受けていると考えられる部分である。土層図を観察するとD-7あ たりで地山の

変換点があるので、この付近が墳据であろう。

遺物は埴輪片が約 60片出土 しているがいずれも土師質で、黒斑を有さない。器形は円筒埴輪の

口縁が含まれており、外面調整として、胴部には縦ハケの 1次調整の後、横ハケの 2次調整を施し

ている。横ハケについてはここでも確認できるものについては全てB種横ハケである。基底部も出

土 しているが、底部調整はないようである。
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肇 轡ど廻
9

図21.Mト レンチ出土遺物実測図
0             10 cm

l131Nト レ ン チ

Nト レンチは 5号墳の西側、E軸 とF軸の中間を軸に平行に延びる幅 lm、 長さ9mである。こ

の場所は、古墳西斜面と南斜面の稜線にかかるように設定しており、頂部に向かうにつれて自然崩

落の跡が著しかった。

土層図をみると、E-7と F-7の中間地点より55m西の地点に地山を大きく削った部分がみ

られるが、レベル的にみてもここが墳裾と考えられる。この墳裾から2.5mほ ど項部に向かうと、

もう一段地山を削った部分があるが、段築部の跡を留めている可能性もある。墳裾より下方に向か

っては明瞭な加工痕はなく、なだらかな地形となっている。

遺物は埴輪片が少量と高野の脚部が 1個 出土している。いずれも墳裾とした部分に分布し、土層

的には全て暗褐色土層中に含まれている。

埴輪は少量出土しているが、いずれも小さな破片で調整等を詳しく知り得ないが、観察できるも

のによると、ここでも2次調整の横ハケを施している。一方、高邪は脚部を残すのみであるが、ほ

ぼ完全な脚である。底径 1 l clll、 脚高 6 clllの 上師器で、外面はケズリによる調整で、内面のソツ部

は工具で回転ケズリを施し、広脚部はハケ調整を施している。この高郷に類似のものは、矢頭遺跡

B区の住居趾中からも出土しており、両者の関連も考える必要がある。
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めとⅣ

今回の調査で、水溜古墳群の様相の一端を知り得た。古墳群は30基の古墳より構成されるもの

で宍道湖南岸域でも最大級の規模をもつ。この古墳群の中でも最大級の水溜 5号墳、 30号墳が今

回の試掘調査の対象となった古墳である。本文中で重ねて述べたように、発見時は 5号墳と30号

墳を一つの前方後方墳と捉え、前長 63mの県内でも山代二子塚 (松江)に次ぐ古墳として注目を

集めた。しかし、一方では、この見方に疑間を持つ声も多く、遺跡保存の好例という他に、考古学

上も関心のある調査であった。

調査は墳丘測量の後、トレンチ調査をおこなうもので、A、 B、 C、 D、 J、 K、 L、 M、 Nの

各 トレンチから埴輪片が出土したが、他のトレンチからの出土遺物は全くなかった。そして、Dト

レンチからは幅 2mほどの溝が発見された。これらにより、調査の途中から後方部としていた墳丘

を 5号墳、前方部としていた墳丘を30号墳と呼んで調査を進めていった。そして、最終的には、

① 5号墳からは埴輪片が出土するが、 30号墳からは全く出上しない。

② Dト レンチより5号墳と30号墳を区画するような溝が発見された。

③ 5号墳の墳裾の標高と30号墳の墳裾の標高に差がありすぎる。

などの理由から5号墳は一辺 25mの方墳、30mは一辺約 14mの方墳であろうと考えている。

しかし、5号墳、 30号墳は互いに意識を持たせた可能性もあり、詳細については将来の調査に待

ちたいところである。

さて、 5号墳からは多量の埴輪片が出上しており、墳丘築造年代を推定するのに役立った。この

埴輪を観察すると、円筒埴輪と朝顔形埴輪の 2種が確認されている。ほとんどが細かい埴輪片のた

め、全様を知り得ないが、確認できるものをみてみると、胴部に縦ハケの後、連続的な横ハケで、

工具を器壁上で止めながら施したようにみえるB種横ハケをおこなっている。また外面に黒斑が全

く認められないことから響窯焼成と考えられる。底部調整については充分観察できないものの、こ

と
:考えられ、水溜 5号墳の築造年代は 5世紀中葉かれらのことより、これらの埴輪は川西編年Ⅳ期と

ら後葉にかけてのものと推定できよう。

注 1 「宍道町埋蔵文化財調査報告 4」 宍道町教育委員会 1985年
2 「宍道町誌」宍道町 1963年
3.「山陰本線玉造温泉、来待間線増工事に伴う埋蔵文化財調査報告」国鉄大阪工事局 1968年

4.加藤義成「校注出雲目風土記」 1965年

5 「宍道町埋蔵文化財調査報告 5」 宍道町教育委員会 1986年
6 川西宏幸「円筒ハニフ総論」『 考吉学雑誌 』第64巻 2号  1978年
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挿図
鴇
羅 形 態 。手 法 の 特 徴 色 調 胎 土 触 備  考

6-1 埴輪 口縁部。口唇部は指ナデ調整。外面はやや荒い横
ハケ

調整。内面はナデ調整か。
明赤褐色

05～ 2111111の石英
長石を含む。

良好 Aト レンチ

2 胴部c内面、外面ともしっかりした横ハケ調整。 明赤褐色
1～ 3 11ullの石英を
含む。

良好

3
タガ部。タガの上部は横ハケ調整。下部はしっかりし
たナナメの縦ハケ調整。内面はナナメの縦ハケ調整。

明赤褐色
05～ 2 11ullの石英
長石を含む。

良好

タガ部。タガの上部は縦ハケ調整、下部は横ハケ調整
内面はナナメの縦ハケ調整。 明白褐色

0.5～ l llulの石典
長石を含む。

魏

5 写解娑霧癖辱嚢鏃薙裁彊纂錬警
ス^      ―

明赤褐色
05～ 211111の石菟
長石を含む。

良好 Bト レンチ

8-1 口縁部。口唇部は横ナデ調整。外面は横ハケ調整。周
面は不明。

自 褐 色
1～ 1 5 nullの石兎
長石を含む。

良好

2
口縁部。日唇部は横ナデ調整。外面は横ハケ調整。内
面上部はまばら、下部は密な横ハケ調整。

明赤褐色
1～ 2 11ullの rEl央を
含む。

甑

3
口縁部p口唇部は横ナデ調整。外面は横ハケ調整。内
面は不規則な横ハケ調整。

白 褐 色
15～ 2 11ullの石英
を含む。

魏

4 麗繋と閉壽踵t稲駐観豚雑宍ケ索糧箋
内
自 掲 色

1～ 2 11ullの石英、
長石を含む。

魂

5

口縁部。日唇部は横ナデ調整。外面はていねいな横ナ
デ調整。横ハケの後、左上がりの横ハケ調整。内面下
部に縦ハケ調整。

明白褐色
1～ 1.5 11ullの砂を
含むが密 。

良好

6 訴強、屠層配推華能斉看露肇瑯 鏑整す魏
O内
乳 自 色

1～ 211111の石英、
長石を含む。

魏

7
胴部o外面は縦ハケ。下部は縦ハケの後、横ハケ調整
内面はななめの縦ハケ調整。

明赤褐色
1～ 1 51wllの石英
長石を含む。

良好

8 穿子し部。タガを含む全体が横ナデ調整。 乳 褐 色
1～ 2 Hlllの石英、
長石を含む。

期

9 胴部。外面全体は横ハケ調整。内面は横ハケ調整。 明赤褐色
1～ 311111の石英、
長石を含む。

良好

1
タガ部。タガは横ナデ調整。タガ上部は横ハケ調整。
肉面は縦ハケ調整。

自 褐 色
1～ 2 11ullの石英、
長石を含む。

良好

基底部o下端部は横ナデ調整で底面は平ら。外面、内
面とも縦ハケ調整。

明自褐色
1～ 2 11ullの石英、
長石を含む。

普通

1
基底部。外面は不明隙な縦ハケ調整。内面最下部に指
頭圧痕がある。

明赤褐色
05～ 15111111の長
石を含む。

良好

出 土 遺 物 観 察 表
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細
需
維 形 態 。手 法 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備  考

8- 埴輪 謙彩錢銘餌理旨線天ヂ第ぎ箱鯉
頭圧痕がある。

自 褐 色
05～ 2 11ullの石柔
長石を含む。

良好

r 基底部。底面はナデ調整で平 ら。外面はナデ調整。内
面上部に工具の押圧痕がある。

自 褐 色
2～ 3111111の石英、
長石を含む。 普通

1

基底部。下端部は横ナデ調整で底面は平ら。外面はな
なめの縦ハケの後、縦ハケ調整。内面は不規則な縦ハ
ケ調整。

明白褐色
1～ 211111の石英、
長石を含む。 良好

10-1

著柴登なんと多努君揉筆竃藤慇会争:酪花[ぞ義
明赤褐色

1～ 1 5 Hlllの石英
長石を含む。 普通 Cト レンテ

胴部。外面、内面ともしっかりした縦ハケ調整。 明白褐色
05～ 151111nの 石
英、長石を含む。 醜

桑磐評羊熱騒鰹 争鬱なズ茅妻ぁ農ズ去鶉鐘ダ禽名
は調整不明。

自 褐 色
2～ 311111の石英を
含む。

不良

桑鄭内網隼翻麟M鶉塞椰諧物τ
下に工具痕らしい横の条線が見られる。

自 福 色
1～ 2 11ullの石英、
長石を含む。 積

叩と謡畿鑑縮が弾r蛛羅 鋒懇
残る。

明赤褐色
1～ 2 11ullの石英、
長石を含む。

良好

13-1
口縁部。口唇部は横ナデ調整。外面はななめの横ハケ
調整。肉面はハケメの密な横ハケ調整。

明白褐色
0.5～ l llllの石英
長石を含む。

根 D トレンチ

2
口縁部。口唇部は横ナデ調整。外面、内面とも横ハケ
調整。

明赤褐色
05～ l allllの石英
長石を含む。

良好

3
口縁部。口唇部は横ナデ調整。外面.内面とも横ハケ
調整。

明白帽色
1～ 211111の石英、
長石を含む。

良好

4 襲¶啓顎姦諌こそ鞭寡明赤褐色
05～ l llullの石英
長石を少量含むが
密。

良好 朝顔形埴輪

麗魏醍穫ケミ‰ダ鴇観婢おダ謙ち8
たななめの縦ハケ調整。

明白褐色
05～ l llllllの石英
長石を含む。

良好

日露郎。外面は警 た縦ハケ調整。内面は全体にななめ
の縦ハケ調整だが、上部I乙償ハケ調整も見られる。

明白褐色
05～ 1 5 11ullの石
英、長石。

良好

7

口縁部。タガは横ナデ調整。タガ上部、下部とも規則
的な縦ハケ調整。内面はななめの縦ハケ調整だが、ハ
ケメが不整形。工具痕らしい条線も見られる。

乳自褐色
05～ 1 5 dullの石
英、長石を少量含
む。

良好

闘秦乳外面は縦ハケ調整だが、部分的に横ナデ調整、
ケズリが見られる。肉面はななめの縦ハケ調整。

明白褐色
05～ 15111111の石
英、長石を含む。 租

多麹 軸 を舗 儡 鞠 磐陥 麟
ケ調整。

乳 自 色
0,1～ 0.5 11ullの 石
英を含むが密。 魏

部
明
ガ
不
夕
は
タガは横ナデ調整。外面tま横ハケ調整。内面

自 褐 色
1～ 211111の石英、
長石を含む。 不良
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13-1 埴輪

タガ部。タガは横ナデ調整。外面はタガ上部、下部と
も整った横ハケ調整。内面は不明瞭な、ななめの縦ハ
ケ調整。

1～ 2 11ullの石英、
長石を含む。

不良

1

タガ部、タガは丁寧な横ナデ調整。外面はタガ上部、
下部とも整った横ハケ調整。肉面は不明。

05～ l mmの長石
を含む。

良好

基底部ぢ端部はきちっとした底部調整。外面は縦ハケ
調整。内面は縦ハケ調整だがハケメが不整形。 明赤掲色

05～ 1 5 11ullの石
英、長石を含む。

良好

15-1
口縁部。口唇部は横ナデ調整。外面は横ハケの後、
部左下がりの横ハケ調整。内面上部は横ハケ調整、
部は左上がりの横ハケ調整。

下 乎L褐 色 05～ l nullの石英
を合む。

良好 Jト レンテ

2 タガ部。外面はタガを含め横ナデ調整。外面は不明。 自褐 色
05～ 311111の石其
長石を含む。 根

3
胴部。外面は不明。内面は不明瞭な、ななめの縦ハケ
言盾彪崖菫。 白褐 色

05～ l Hull妬英
長石を含む。 不良

17-1
口縁部。口唇部は横ナデ調整。外面は横ハケ調整、下
部は後ななめの横ハケ調整。内面は不明。 明赤褐色

05～ l lllllの 石英
長石を含む。

良好 Kト レンチ

2
口縁部。国唇部は横ナデ調整。外面はななめの横ハケ
調整。内面もななめの横ハケ調整。

明赤褐色
05～ 2 11ullの石英
長石を含む。

良好

3

胴部。外面は整った横ハケ調整。下端部は後にななめ
の使ハケ調整。肉面は横ハケ調整の後ななめの横ハケ
調整。

明赤掲色
05～ 2 Hullの石英、
長石を含む。 良好

4

胴部。外面は整った横ハケ調整。上端部に一部縦ハケ
調整が見られる。内面はななめの縦ハケ調整だが、上
端部と中央部にちがったハケメが見られる。

明白褐色
1～ 2 Hullの石英、
長石を含む。

良好

5
タガ部。タガは横ナデ調整。外面 |ま横ハケ調整。内面
は整ったななめの縦ハケ調整。 白 褐 色

1～ 2 11ullの石英、
長石を含む。 良好

6
タガ部。タガは横ナデ調整。外面は不明瞭な横ハケ調
整、内面は不明。 明赤帽色

1～ 2 Hllllの石英、
長石を含む。 不良

7
胴部。外面は整った横ハケ調整、中央やや上部は後に
縦ハケ調整。内面はななめの縦ハケ調整。 自 褐 色

1～ 3 4ullの石英、
長石を含む。 不良

暴露鵡隊恐禦詩暮鶴観誘絋塩
だが、中央部で工具痕らしい条線も見られる。

白掲 色
1～ 1 5 Hulの石英
長石を含む。 租

基底部。底面はナデ調整で平ら。外面は不明瞭な、な
なめの縦ハケ調整。下部に板状工具のトメが見られる。
内面は不明瞭だ力寸旨頭圧痕が見られる。

白褐 色
1～ 2 11ulの石英、
長石を含む。 良好

19-1
口縁部。口唇部は横ナデ調整。外面、内面ともななめ
の横ハケ調整。

明赤掲色
05～ l Hllllの石英、
長石を含む。 良好

2
口縁部。口唇部は横ナデ調整。外面はななめの横ハケ
調整。内面はナデ調整の後ななめの横ハケ調整。

明赤掲色
1～ 1 5 Hullの石英、
長石を含む。

良好

3

日縁部。口唇部は丁寧な横ナデ調整。外面は整った横
ハケ調整だが部分的にななめのハケメも見られる。内
面はややななめの横ハケ調整。

赤 褐 色
05～ l llulの石英、
長石を含む。

良好
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19 4 埴輪
胴部。外面は整った横いケ調整。中央部はその後縦ハ
ケ調整。内面はななめの縦ハケ調整で指頭圧痕もみら
れる。

明赤褐色
05～ l lllllの石英
長石を含む。

良好

5 胴部。ハ面は整った横ハケ調整。その後二部縦ハケ調
整。内面はややななめの縦ハケ調整。 明赤褐色

05～ 3 Hullの石英
長石を含む。

良好

6 胴部。外面はややななめの縦ハケ調整の後、横ハケ調
整。肉面はななめの縦ハケ調整。 明白褐色

0.5～ l cmの石英
長石を含む。

良好

7
タガ部。タガは横ナデ調整。外面は横ハケ調整。内面
は整ったななめの縦ハケ調整。 自 褐 色

1～ 2 11ullの石英を
少量含帆

不良

8
タガ部。外面は整った横ハケ調整。内面は上部は荒い
ななめの横いケ調整、下部は荒い縦ハケ調整。中央は
ナ潮 整。

明赤褐色
0.5～ l nullの石典
長石を含む。

良好

9 タガ部。タガは横ナデ調整。外面は縦ハケ調整。内面
も縦ハケ調整。

明赤褐色
0.5～ l lllllの石英
を含む。

良好

タガ部。タガは丁寧な横ナデ調整。外面は整った横ハ
ケ調整。内面はななめの縦ハケ調整。中央部から上は
その後ななめの横ハケ調整。

明赤褐色
05～ 211111の石入
長石を含む。

良好

露鰯露覇磯郁詈自 褐 色
1～ 3 dlllの石英、
長石を含む。

良好

基底部。底面はナデ調整で平ら。外面、内面とも縦ハ
ケ調整。 明白褐色

05～ 1511111の石
英、長石を含む。

良好

1-1

口縁部。日唇部は横ナデ調整。外面は整った横ハケ調
整で一部にななめのハケメがある。内面は密な横ハケ
調整。

明赤掲色
05～ l llllllの石英、
長石を含む。

良好 Mト レンテ

2
口縁部。日唇部は横ナデ調整。外面は横ハケ調整。そ
の後二部ななめの縦ハケ調整。内面は密な横ハケ調整 明赤褐

色
05～ 151111の石
英、長石を含帆 良好

3
胴部。外面は整った横ハケ調整。その後一部縦ハケ調
整。工具痕による条線が見られる。内面は縦ハケ調整 自 褐 色

0.5～ 1 5 Hullの石
英、長石を含む。

良好

4
タガ部。タガは横ナデ調整。外面はタガより上は横ハ
ケ調整。タガより下は整った縦ハケ調整。内面は縦ハ
ケ調整で、その後一部ナデ調整。

明赤掲色
05～ l mullの石英
長石を含む。 良好

5
円穿部。外面は整った横ハケ調整で、その後中央部は
縦ハケ調整。内面は全体的に不明瞭だが部分的になな
めのハケ調整、横ハケ調整が見られる。

明赤褐色
05～ 2111111の石英
長石を含む。 良好

6

琴銘詐湛呼畠ダ鞠 雹縮%云を明赤褐色
05～ l mullの石英
長石を含む。 良好

7

夕病部。タガは丁寧な横ナデ調整。外面は整った横ハ
ケ調整、その後タガより下の一部で縦ハケ調整。内面
は縦ハケ調整の後、部分的に指ナデ調整。

白 褐 色
05～ 1.511111の 石
英、長石を含む。

良好

8
タガ部。タガは横ナデ調整。外面は償ハケ調整。内面
はななめの縦ハケ調整後、ナデ調整。 明赤褐色

05～ l llullの石英
長石を含む。 良好

9

基底部。底面はナデ調整で平ら。外面は縦ハケ調整、
その後下部は横ハケ調整。内面はななめの縦ハケ調整
の後指ナデ調整が施さオ苛旨頭圧痕が見られる。

自 褐 色
05～ 1 5 dullの石
英、長石を含む。 良好
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図版 2

水溜 5号墳 (右 )30号墳 (左 )全景 (南から )

図版 3

Aト レンチ調査状況 (東から )
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図版 4

図版 5

鵡

Aト レ ン チ 出 土 遺 物



図版 6

Bト レンチ遺 物 出土 状 況

図版 7
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Bト レ ン チ 出 土 遺 物
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図版 8

図版 9

Cト レンチ石列 (南から )



Cト レ ン チ 出 土 遺 物

図版 10

図版 11

Dト レ ン チ 溝 (西から )



図版 12

図版 13
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Dト レンチ調査状況 (東から )

Dト レ ン チ 出 土 遺 物



図版 14

Eト レンチ調査状況 (東から )
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図版 15

Fト レンチ調査状況 (南から )



図版 16

図版 17

Iト レンチ調査状況 (北から )



図版 18

Jト レンチ調査状況 (北から )

図版 19

」 トレ ンチ遺 物 出土 状 況



Jト レ ン チ 出 土 遺 物

図版 20

図版 21

Kト レ ン チ 調 査 状 況



図版 22

Kト レ ンチ遺 物 出土 状 況

図版 23
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Kト レ ン チ 出 土 遺 物



図版 24

Lト レンチ遺物 出土状 況

図版 25
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図版 26

Mト レ ン チ 土 層

図版 27

∞

Mト レ ン チ 出 土 遺 物
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図版 29
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Nト レン チ遺 物 出土 状 況



図版 30

Nト レ ン チ 出 土 遺 物
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